
   

  



  

 東日本大震災の概況について、震災発生により

どのようなことが起こったのか、福島県の状況等

を中心にお話し、最後に、今後に向けてというこ

とをお話しします。 



東日本大震災の概況は、震度６弱から７までの揺

れが東北・関東の８県で観測されるなど広範囲で強い

揺れがあり、さらには津波が発生して青森から千葉ま

での６県の沿岸部計 53 市町村で被害が出るなど、人

的被害や建築物への被害が多く出ました。 



 一般の被害としては、人的被害と建築物の被害が

大きく、仙台市内の我が家も丘陵地帯にあるため、

地面が全部ずれ半壊という憂き目に遭い、この戸数

に含まれます。畜産農家でも思わぬところで被害を

受け、全体の被害総額は推計で 16 兆 9,000 億円と

なっています｡ 



   

 農業への被害は、津波による冠水が非常に大き

く、2.4 万 ha の農地が冠水し、農業関係の被害額は

中越地震の 8.2 倍という額に上り、特に農作物や家

畜等の被害額は 515 億となっています。 

 そのときの問題として、津波による冠水だけでな

く、道がかなり壊れたという部分です。また、畜産

ではなく、特に水田で、排水路が機能しなくなり、

それだけでなく、ポンプがすべてやられ、排水路か

ら水をくみ出せず、水を使う田んぼの除塩ができな

いという問題が大きかったようです。 



これは、東北大学農学研究科の女川フィールドセン

ター（２階建ての建物）ですが、その上に民宿が流

れてきて乗っている写真で、引き波で乗ってきたの

で相当な高さの波だったということがわかります。

クルーザーも庭に転がっていますが、この建物は壊

滅状態で来年の冬に建て直すことになっています。 

 私はここに震災から 10 日後ぐらいに行き、その

ときにセンターの前庭に豚が流れ着いていて、近所

には養豚場はないので、かなり遠くから流れてきた

のだろうと推測され、畜産の被害とはこのような形

でもあると実感しました。 

 こちらは亘理町で、仙台の南に位置しますが、田

んぼが地盤沈下で水がはけず、アオミドロみたいな

ものも増えています。これは農家の写真ですが、中

は完全に破損している状況で、農家に対する影響は

非常に大きかったとみてとれます。 

 さらに復興・復旧に対しての問題として、写真で

トラクターが水田に転がっていますが、このように 



農家が持っていた重機器がほとんど破損し、重機器

だけでなく、小さい農器具も含め、復旧しようにも

機械力がないというところが非常に大きかったと

感じています。 



 

 これは畜産への影響をまとめたものです。一番上

の乳用牛は、全国ベースでいくと、平成 23 年と平

成 24 年を比べ、３％ぐらい減っていて、これまで

と同じような流れで、毎年数％ずつ減っている傾向

は変わらないですが、これに比べ戸数ベースでみる

と、岩手県、宮城県が大体６、７％ぐらいの減です。

それに比べ福島県は、15％ぐらい減っていて、福島

に対する影響がいかに大きいかということがわか

ります。 

 次に肉用牛は、戸数ベースで 25％ぐらい減り、養

豚では、10％ぐらい減っているということで、福島

に対する影響はかなり大きいといえます。 

 採卵鶏では、羽数ベースでみると、全国ではほと

んど減ってなく、減っていてもわずかです。それに

比べ、岩手県は、震災後に増えて、宮城県でも若干

増えていて、岩手県、宮城県に対する羽数ベースは、

それほど大きな影響はなかったといえますが、福島

県でみると、40％ぐらい減っていて、非常に大きな

影響があったと、この数字からみてとれます。 



 

東日本大震災の発生に伴い、畜産経営を取り巻く

状況として、何がどのように起こったかということ

を整理すると、直接的な被害と２次的影響、３次的

影響、そして原発というように分けられます。 



 

 地震に関しては、宮城県、福島県が、非常に大き

かったということです。 



 

 津波に関しては、被害に遭った市町村の数でみる

と、津波の被害は、宮城県、岩手県、福島県あたり

が大きかったというのがよくわかります。 



これは青森県の例で、それほど大きな被害はなか

ったとはいえ、津波で酪農１戸、肉用牛１戸、養豚

１戸と被害を受け、地震による影響もあります。 

また、南の方の三戸、八戸では、採卵鶏１戸で関

連施設破壊やへい死、肉用鶏 3 戸でも同様な被害が

出ました。 



 

岩手県では、このような津波の被害と地震による倒

壊等も起りました。 



 

 宮城県の調査では、津波により被害を受けた農家が

損壊で９戸、関連で５戸と、地震による被害が 49 戸、

50 戸近くに及んでいます。 

 また、ＪＡでの調査では、津波による被害として、

石巻のあたりでは大きな津波による畜舎の損壊や、地

震での建物の倒壊も多く発生しました。 



 

 千葉県でも同じような傾向で、津波による被害は

余り報告されていませんが、地震による倒壊等があ

り、被害は関東にも及んでいました。 





 

 ２次的な影響としては、ライフライン（水、電気、

燃料等）がとまり、これは停電を示していますが、

震災から３日目の３月 14 日くらいまでに、多くは

回復してきていますが、その後もなかなか回復しな

かった場所もあります。 

 これは県別にみていますが、宮城県での復旧が非

常に遅れたということが目立ちます。このような形

で、ライフラインのない中、電気がとまることでの

影響が大きかったとうかがえます。 



  

 これは３月上旬から５月上旬までの停電戸数を

あらわしていますが、３月以降の４月７日にもう一

度、揺れの大きい余震があり、その後また停電が起

こったということです。 



 これは断水です。ライフラインの中で電気がだめ

になったということで、実際に配管が切れて水が届

かないという例はあまりなかったようですが、その

復興はなかなかできなかったようです。実際に水漏

れがないかチェックしながらの作業で、時間も相当

かかり、全国から技術者が来るのにも時間を要し、

３月中でもまだ断水している場所は結構あったと

いうことです。 



 都市ガスは復旧に非常に時間がかかり、仙台市内

では４月 20 日過ぎにやっと全部が復旧したという

ことです。これは都市部の問題で、農家等がある場

所は大体プロパンガスを使用しているので、直接の

被害は余り大きくなかったようです。 



 ２次的影響を県別にみると、青森でも酪農家では

停電や断水に困り、もう１つは燃料で、ガソリンが

なかったということが非常に大きかったとのこと。

それも影響して、タンクローリーが来られず、ミル

クを捨てざるを得なかったということも起こって

います。 



 

宮城県では、沿岸側はかなり壊滅的な状況にあ

り、水が出ないということも大きな問題でしたが、

内陸部でも同様なことが起こっていました。例え

ば、私の大崎市にあるフィールドセンターでは、停

電で水がくめないため、ＪＡがポンプや発電機の燃

料を供給し、集乳車での水の配布等で対応し、また、

発電機を貸し借りしながらやってきたという事例

等、いろいろ挙げられています。 



 秋田県では、宮城県からみると逆側の西側に位置

しますが、停電等でいろいろな問題が生じました。 



 

  山形県でも、同じような問題が起きてきまし

た。 



 

 千葉県でもやはり停電の影響は大きかったよう

で、断水も問題になり、一部の酪農家では３月 22

日まで牛乳を捨てざるを得なかったという事例も

報告されています。 



 

 生産面では、生産すれば生産物を外に出さないと

いけないわけですが、そのときに家畜市場、子牛の

市場も含め、市場自体も閉鎖に追い込まれていたと

ころがありました。 



 

 肉にするということになると、これは食肉処理場

の問題になりますが、食肉処理場がすぐには復旧で

きなかったとのことです。電気がとまり、ガスが来

ないので食肉処理ができないという問題があり、食

肉処理場が機能しないということがしばらく続い

たようです。 



 食鳥処理については、鶏肉もどうなっているのか

と調べてみると、問題として、注目されるのは、従

業員が通勤用の車のガソリンがなくて出勤できな

い、また、肥育中の鶏を淘汰しないといけないとい

う問題が起こっていました。 



 

 集乳への影響は、生産者のところに行くガソリン

がないという問題と、クーラーステーションまで持

ってきても、そこで冷やせないという問題がありま

した。せっかく持ってきても捨てざるを得なかった

という例があり、４月７日の余震でまた停電が続

き、800 トンを域内で捨てるはめになったとの報告

もあります。 





 ２次的な影響として、飼料の供給状況ですが、飼

料会社は大体海から原料を運んできますので、その

ほとんどが沿岸部にあり、大きな被害を受けていま

す。 

例えば石巻港でも６工場ありますが、これは津波に

よる直接的な被害と、もう１つ海水を被ったえさを

どうするかという問題が後になり出て、これは売り

物にはならず、瓦れき処理場に置いてありました。

それが、莫大な山になり、夏に入りここから悪臭を

発し、大変な問題になっていましたが、よく調べて

みると、飼料というのはかなりエネルギー量が高い

ことから、燃やすとよく燃えて、瓦れきの助燃剤と

して活用することができました。それにより、重油

をセーブでき、少しは役に立ったという話を聞いて

います。 



飼料工場はどうしたかというと、他県から飼料を

長距離トラックで運んでくる等、尽力して復旧しま

した。私が漏れ聞く話では、外国から来たコンテナ

が福島沖を通るのを嫌がり、九州に荷揚げをしてし

まい、九州からトラックで運ぶはめになり、大変な

思いをしたようです。 



 これは工場の状況です。八戸と石巻での被災状況

で、石巻では、飼料工場は衛生的にきれいにしない

といけないため、30 センチのヘドロを除去する等、

この復旧は本当に大変だったと思いますが、５月 2

3 日からは本格稼働に至ったということで、相当な

努力があったと思います。 



  

 地区別にみてみると、青森県の場合では、飼料が

来なくて、いつも使っている飼料が与えられず、乳

房炎の発生や乳量の減少といった問題、また、繁殖、

分娩のおくれ等の問題が出ました。 



 宮城県では、同じような問題で飼料がない対策と

して、家畜がある程度、満腹感をもてるように、ふ

すまや米ぬかを給与し、飢えをしのがせたという農

家もいて、かなりつらい思いをしたということで

す。そのような問題は多く出たようですが、関東の

関連業者がえさを何とか届けに来た等、いろいろな

人とのつながりを感じたというお話も聞いていま

す。 



 これは中小家畜の場合で、大家畜の肉用牛もあり

ますが、大きな問題としては、産卵鶏では、強制換

羽を前倒しで実施し、産卵をとめるというようなこ

とをせざるを得なかったということもあります。 



 秋田県でも、停電等の他、えさが届かなかった影

響で、このような問題が発生しました。 



 山形県では、同じような大きな問題が出てきたよ

うですが、稲ワラをトラックで自ら買いつけに行く

等、相当な努力をされたようです。 



 千葉県でもえさが十分に足りず、その結果として、

ストレス等で肉質が落ちる、産卵率の低下といった問

題につながっています。 



ここまでのまとめとして、東日本大震災の発生に

より、直接的な被害に加え、広範囲にわたるライフ

ラインの遮断や飼料、燃料、その他の生産資材の供

給停止というのが大きな問題になり、さらに農家が

もっていたデータがなくなってしまう等の問題も

あり、大きな影響があったということです。 

また、電気がとまることにより、ふん尿処理がで

きないという問題も出て、畜産農家だけではなく、

都市の下水も全く処理されずに海に放流されてい

たという事実もあり、電気がとまると非常に大きな

問題になってきます。搾乳や冷却、労働力について

は、足がなくて来られないというような問題も出ま

した。 

 その結果、生産量の低下や品質の悪化、飼養効率

の低下という問題が出て、この回復には長期間を要

し、半年から１年、１年以上かかった場合もあった

ようです。 





 放射能による影響で、放射性セシウムを浴びた稲

わらがかなり出たということです。 



その結果、宮城県などでは 42 頭の牛に基準超過

が出て出荷停止になり、宮城の例でいうと、７月か

ら８月にかけて出荷停止になりました。また、１頭

ずつの検査で、時間がかかり、屠畜場で屠畜できる

数が決まってしまいましたが、途中から１頭の牛が

基準値内になったことで、その農家の出荷したもの

は検査はなしとなり、徐々に回復していきました。 



 金額面では、かなり落ちていますが、宮城県、岩

手県、栃木県は復活している一方、福島県は、まだ、

落ち込んだまま、上がらないという厳しい状況で

す。 



事例による話題提供の前に、福島県のことを少し

お話しします。 



 これは原発の影響で、畜舎等の直接的な被害は少

なかったわけですが、避難せざるを得ない農家がた

くさんいました。 

牛乳の出荷停止が続いたという問題も出てきて

います。 



これは原発事故により、このぐらいの数の家畜を

移動させなければいけなかったということです。 



肉用牛では、浜通り以外は直接的な被害は少な

かったものの、2 次的な影響として、飼料が入っ

てこないことで、いろいろな対応をし、３次的影

響にまでおよびました。 



 養豚の場合では、直接的な被害は限られています

が、原発事故で 18 の農場が警戒区域等に指定され、

家畜が処分されました。 



 養鶏の場合では、１～２ヵ月に及ぶ強制換羽の実

施による産卵率の低下や生産量減少といったいろ

いろな問題が出ています。 



 今後に向けて、危機管理を推進する動きがあるとい

うこと、地域とともに歩む畜産をということ、６次産

業化は畜産にも有効かということを少しお話ししま

す。 

 



 これは規模別の酪農家の戸数の推移です。これで

みると、全国では飼養頭数が 30 頭以下の農家は、

全体の 1/4 くらいの割合ですが、それに比べ、東北

３県の累計をみると、30 頭以下で、経営者が高齢な

世代の小さい農家は多いですが、今回の震災により

減る傾向にあり、特に福島県ではこのような小規模

の農家が減ってきています。 

 小規模の農家が減って、大規模にシフトできるか

についての問題は、政府も６次産業化、大規模化を

旗印に政策を進めてきましたが、東北の規模階層で

も対応できるかを見極める必要があると感じてい

ます。 



 危機管理を推進する動きが出てきて、飼料工場等

では危機管理体制をとっているということで、特に

衛星電話やＭＣＡ（マルチ・チャンネル・アクセス）

等の情報通信もしっかり取り組み、物を流通させよ

うという流れで動いています。 



乳業界ではこのような分科会を３つ設け、復興に

向けた危機管理、次に何らかの災害があったときの

対応について、業界として検討、協議を開始してい

ます。 



 これは１つの例で、青森県の上北地区のＢ農協で

は、電源の確保が重要だということで、建設業協会

と協定を結びました。また、発電機を酪農家に優先

的に貸し出すということも考えています。これは他

の自治体にも波及していますが、宮城県でも大型の

作業機につなげる発電機を買い込む等、農家は万全

の準備はしています。 



 個別経営や地域での視点で、まだ賠償問題、除染な

ど問題はたくさんありますが、今後、地域再生に必要

な対応としては、地域の合意形成づくりをするという

ことです。また、高齢化対策、新規就農対策、ほか地

域畜産の活性化につながる有機的な仕組みづくりも

必要と考えます。 

さらには、水田を活用した地域自給飼料、消費者に

正しい理解を求め、風評被害を減らす努力と、全体を

まとめ、持続可能な畜産事業を考える必要があるとい

うことです。 



 個別経営や地域の視点で考えると、地域経営個々

で、不測の事態に備え、影響を少なくすることが必要

で、災害発生時の緊急対応方策というものを一定のレ

ベルでまとめておく必要があります。個別農家だけで

はなく、その地域で取り組むことです。 

 宮城県では、養豚家が酪農家に発電機を貸すという

事例もあり、少し畜種を変えても、連携できるような

体制をつくっておくということが重要です。 

 地域内連携、耕畜連携、組合等の重要さを、あらた

めて実感したという農家の人とお話ししたこともあ

ります。その他のネットワークというところで、関東

から関連業者がえさを運んできてくれた話でも、その

ような地域外とのネットワークも認識し、構築してお

く必要があります。地域と多角的につながりの強い畜

産経営をつくり、それをサポートする必要があると考

えています。 



 福島県の平成 24 年の稲の作付け制限は、まだま

だこのような状況です。東北大の農学研究科では、

私の研究室と、ほかの４研究室が一緒に「菜の花プ

ロジェクト」に取り組み、塩害に強いといわれる菜

の花を、東北大がもっているジーンバンクの中から

選び、作付しようと活動しています。 

 これから取り組むのがこの 20 キロ圏内の南相馬

で、そこを菜の花で彩りたいと活動している人がい

て、そのお手伝いをしていこうとはじめました。こ

の地域の家には人は住めず、農家の人は時々帰って

きますが、自分の畑が荒れ放題になっていると気持

ちが落ち込み、そこに花が咲いていれば少しでも気

持ちが休まるだろうと活動している人がいます。 

 これをさらに進め、油糧作物生産として、ここで

菜種を搾って油にし、バイオディーゼル燃料にする

等、食用が難しければ、燃料に転換していく方向も

考えられます。 



           

まとめとして、復興・地域再生のためには、震災

前と同じような試みではだめで、視点を変えなけれ

ばいけないということです。今は、復旧で手いっぱ

いな場所がたくさんありますが、今後、ここで復旧

から復興に移るときに何らかの新しい展開を図ら

なければ、復興にはつながっていかないと私は強く

思っています。その場合には６次産業化、耕種農家

との連携、地域自立型のエネルギー生産の産業化な

ど、これは多角的に考える必要があると思っていま

す。 

 ここに幾つかの例を挙げていますが、例えば、木

村ミルクプラントでは、近所の疲弊している農家の

イチゴを使ったイチゴのアイスクリームを作るこ

とで耕畜連携を図り、これは６次産業化の取り組み

でもあり、このような多角的な結びつきで、今よく

使われる「きずな」ということも考えていく必要は

あると思います。 



 

 また、地域自立型のエネルギー生産については、

畜産で出たふん尿をメタン発酵させ、エネルギーと

して地域に供給すれば、地域で自立できるというこ

とです。震災時に外からの電気がとまっても、この

メタン発酵での発電に切りかえれば、その地域は何

とか動くことができます。ひとつの選択として、メ

タン発酵などもあると思いますが、いろいろな地域

自立型のエネルギーがあるので、多角的に考えて、

震災に備えるエネルギー生産というものを普段か

ら考える必要があると思います。 


